
県下全市町村の合計
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及
率
都
市
名

（％）

都市別下水道処理人口普及率

公共下水道の建設財源

流域下水道の建設財源

流域下水道事業の投資額

下水道処理人口普及率推移表

公共下水道事業の投資額

千葉県 県土整備部 都市整備局 下水道課　TEL 043－223－3355・ 4339　FAX 043－224－5655  
千 葉 県 庁 ホ ー ム ペ ー ジ 　https://www.pref.chiba.lg.jp

単位：億円

令和５年３月末現在

※下水道処理人口普及率とは、当該市町村の総人口に対して下水道を利用できる人口の割合を
　示したものです。市町村の人口すべてが下水道処理の対象人口ではなく、他の汚水の処理方
　法としては、合併浄化槽、農業集落排水、コミュニティプラントによるものがあります。
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※　斜線部分は、下水道事業債の元利償還金を事業費補正により基準財政需要額に算入
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※東日本大震災の影響により調査不能な市町村があるため、
　平成22年度末は岩手県、宮城県、福島県、
　平成23年度末は岩手県、福島県、
　平成24年度末から平成26年度末は福島県を除いた参考値としている。
　平成27年度末から令和4年度末は福島県において、
　調査不能な市町村を除いた参考値としている。
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千葉県 県土整備部 都市整備局

下水道課 「下水道　　　　　　
みえないところで
ファインプレー」

江戸川第一終末処理場から東京湾を望む

千葉県マスコットキャラクター

チーバくん※令和 5 年度 下水道推進標語
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全県37市・16町・１村
公共下水道実施市町村 31市４町１村

（※ 一宮町は雨水排除のみ実施）

都市下水路のみ実施市町村 ３市

下水道実施都市位置図
令和５年３月末現在

はじめに

千 葉 県 の
下水道の概要

下水道の役割

下水道の種類 公共
下水道

流域
下水道

都市
下水路

千葉県 県土整備部 都市整備局

下水道課

　本冊子は、県民の皆様に千葉県の下水道の現状と計画について、広くご理解いただけるよう、最
新データを用いて「千葉県の下水道2023」としてとりまとめたものです。県では「安全で豊かな
くらしの実現のため」、今後とも下水道事業に取り組んでまいりますので、皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

　下水道には、以下のような役割があります。
①　生活環境の改善（汚水の排除）
　便所の水洗化や、汚水の排除により、生活環境を改善します。
②　安全なまちづくり
　市街地に降った雨水をすみやかに排除し、浸水を防ぎます。
③　公共用水域の水質保全
　湖沼や河川などの公共用水域の水質保全を図ります。
④　下水道資源及び施設の有効利用
　水、汚泥、熱などの多くの利用可能な資源・エネルギーを有しています。

　主として、市街地における雨水や汚水等を地下に埋設した管
かんきょ

渠で排除し、又は処理
するために市町村が管理する下水道で、終末処理場を有するもの又は流域下水道に接
続するものです。『下水道』といえば、一般的に公共下水道がイメージされます。

　２以上の市町村から下水を受け、これを排除し、及び処理するために都道府県が管
理する下水道で、終末処理場と幹線管渠から成り立っています。千葉県では印旛沼、
手賀沼、江戸川左岸流域の３流域で下水道事業を実施しています。

　主として、市街地における雨水を排除するために市町村が管理しており、その構造
は、原則として開渠です。公共下水道事業が当面行われない区域で、浸水防止のため
排水路として設置するものです。

　本県の下水道事業は最初に、昭和10年千葉市で着
手し､ 30年代になると逐次、松戸市、船橋市、佐原
市（現香取市）、柏市、市川市が着手しました。
　42年には公害対策基本法が、45年には水質汚濁防
止法が制定され、同年、下水道法も改正され、その

「目的」に「公共用水域の水質保全に資する」ことが
明記されました。
　こうした状況の下で、県は、生活環境の向上とと
もに広域的な水質保全という観点から、流域下水道
整備を推進することにしました。昭和43年度に印旛
沼流域下水道、昭和46年度に手賀沼流域下水道、昭
和47年度に江戸川左岸流域下水道にそれぞれ事業着
手し、人口増加の著しい市街地の生活環境整備と湖
沼・河川等の公共用水域の水質保全に重要な役割を
担うことになりました。
　また、50年代以降も公共下水道に着手する市町村
が増え、現在36市町村（内、一宮町は雨水排除のみ）
で下水道事業を進めており、県内の普及率は令和５
年３月末現在、77.1％（人口比率）です。
　下水道の整備により毎年５〜６万人の県民が新たに
下水道を利用できるようになっておりますが、普及率
については全国平均を下回っています。今後、流域下
水道（千葉県）と公共下水道（市町村）のより一層の
整備を進めることにより、普及率の向上を図ります。
　この他に県では、豊かな水環境の創造と循環型社
会の構築を目指し､下水処理水の利用､下水の熱利用、
汚水処理の高度化、汚泥の有効利用（建設資材化等）、
水処理施設の上部利用等の新たな施策に取り組んで
います。



千葉県の流域下水道

公共汚水ます

私設汚水ます

私設雨水ます

便所

雨どい

浴室浴室

下水管渠で集めた汚水を処理して、
きれいな水に変えるところです。
河川や湖沼、海域の水質を保全します。

下水道のしくみ
下水道施設は、下水管（管渠）、ポンプ場、終末処理場で構成されています。

家庭、工場、事業場などからの汚水は、各家庭や工場に設けられた排水設備から汚水ますに流れ込み、

下水管を通って、終末処理場に流入し、きれいな水に処理されて、川や海に放流されます。
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■最初沈殿池
この池では、比較的沈殿しやすい
浮遊物を沈殿させます。

■除害施設
　法律で定められた水質の基準を超える下水を出す工
場や事業場は、基準に適合するように、有害物質を取
り除くための除害施設を設けなければなりません。

■反応タンク
ここでは、最初沈殿池で一次処理を終えた下水に、さらに
活性汚泥（微生物）をくわえ、空気を吹き込んで長期間か
きまわします。微生物が水の汚れを食べ、かたまりとなります。

■汚泥処理施設
池の底に沈んだ「ごみ」や「どろ」を底から吸い出して、
水分を減らしたり、焼いたりした後、埋め立てや資源とし
て再利用します。

■最終沈殿池
この池では、沈殿しやすいかたまりになった
活性汚泥（微生物）を沈め、水と分離させます。

■塩素混和池
うわずみ水は塩素消毒して放流します。

■沈砂池
下水のなかの大き
なゴミや砂を沈め
て取り除きます。

終　末
処理場
終　末
処理場

下水道のしくみとはたらき下水道のしくみとはたらき

■排水設備
　水洗便所、台所、風呂などから排出される家
庭汚水や宅地内の雨水を排除するために、個人
の宅地内に設置される「ます」、排水管などを排
水設備と呼びます。

■管渠
　汚水や雨水を集めて、すみやかに終末処理場や川へ
送る役割を果たしています。
　道路の下に網の目のように張りめぐらされています。

■江戸川第一終末処理場 ■手賀沼終末処理場

流域下水道計画図

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

■江戸川第二終末処理場

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

手　　賀　　沼
流域下水道事業

■花見川第二終末処理場 ■花見川終末処理場
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※印旛沼・江戸川左岸連絡幹線25.3kmは重複している。
　（３流域合計には重複していない）

３
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印　　旛　　沼
流域下水道事業

印　　旛　　沼
流域下水道事業

行 政 区 境 界
印旛沼流域下水道全体計画区域
手賀沼流域下水道全体計画区域
江戸川左岸流域下水道全体計画区域
中 継 ポ ン プ 場
終 末 処 理 場
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冷水

温水

DBHP ： 空気熱源ターボ
冷凍機（熱回収型）

RHP ： 下水処理水
熱源ヒートポンプ下水処理水

配管

クーリングタワークーリングタワークーリングタワー

下水処理水が持つ熱を活用して
一箇所で冷水・温水を製造

下水処理水が持つ熱を活用して
一箇所で冷水・温水を製造

７℃７℃７℃
14℃14℃14℃

47℃47℃47℃
40℃40℃40℃

熱供給センター

冷水槽

温水槽

冷温水槽

オートストレーナ

下水汚泥の利活用 

 
下水汚泥は資源であり、セメントや軽量骨材の副原料等として再資源化に努め

ています。更に、下水汚泥のエネルギー利用の観点から、汚泥から発生するガス

による発電（消化ガス発電）により電力を生み出し使用することで、温室効果ガ

ス削減の取組を進めます。 

 

地震対策の推進 

        
〈人孔（マンホール）の耐震補強〉 〈処理場施設の継手部の耐震化〉 

地震発生時において、管路施設では流下・揚水機能の確保および施設破損に伴う

二次被害（道路陥没等）の防止、処理場施設では揚水・沈殿機能が確保されるよ

う、各種施設に必要とされる地震対策を実施しています。 

 
長寿命化の推進 

     
〈老朽化が進む焼却炉〉           〈機器の更新〉 

処理場施設等の老朽化による機能停止を未然に防止するため、ストックマネジ

メント計画に基づき、改築・更新を実施しています。 

〈消化ガス発電のイメージ〉 

伸縮継手

汚泥かき寄機 受変電設備

　千葉県ではこれまで印旛沼・手賀沼・江戸川左岸３つの流域下水道で汚水のみを排水する分流式で整備を進め 
ています。また、東京湾における窒素、リンなどに起因した富栄養化による水質汚濁を防止するため、窒素、 
リンを効率的に除去する高度処理施設の整備を進めるとともに、処理水や汚泥等資源の利活用を図るほか、処理
場の上部空間利用等により付加価値を高め、下水道の多目的活用を図っています。

江戸川第二終末処理場
水処理施設の上部を利用して、
野球場、ゲートボール場、テニス
コート、公園を整備しています。

地震発生時において、管路施設では流下・揚水機能の確
保および施設破損に伴う二次被害（道路陥没等）の防止、
処理場施設では揚水・沈殿機能が確保されるよう、各種施
設に必要とされる地震対策を実施しています。

処理場施設等の老朽化による機能停止を未然に防止するた
め、ストックマネジメント計画に基づき、改築・更新を実施 
しています。

幕張新都心地区
下水処理水の熱エネルギーを有効利用し、
地域冷暖房事業を実施しています。

資料提供：
東京都市サービス㈱

メッセモール（幕張新都心）
花見川終末処理場で処理した下
水処理水をさらに高度処理した
再生水（中水）が利用されていま
す。建設大臣賞「甦る水100 選」
受賞（H12.9）

消化ガス発電のイメージ
下水汚泥は資源であり、セメントや軽量骨材
の副原料等として再資源化に努めています。
更に、下水汚泥のエネルギー利用の観点か
ら、汚泥から発生するガスによる発電（消化
ガス発電）により電力を生み出し使用するこ
とで、温室効果ガス削減の取組を進めます。

高度処理の推進

下水の熱利用

地震対策の推進 長寿命化の推進

下水汚泥の利活用

水処理施設の上部利用

下水処理水の再利用

東京湾や印旛沼・手賀沼等の富栄養化を防ぎ、
良好な水環境を創出するため、窒素やリン等を除
去対象とした高度処理を積極的に進めます。

人孔（マンホール）の耐震補強 処理場施設の継手部の耐震化 水処理設備の更新 機器の更新



千葉県の流域下水道

公共汚水ます

私設汚水ます

私設雨水ます

便所

雨どい

浴室浴室

下水管渠で集めた汚水を処理して、
きれいな水に変えるところです。
河川や湖沼、海域の水質を保全します。

下水道のしくみ
下水道施設は、下水管（管渠）、ポンプ場、終末処理場で構成されています。

家庭、工場、事業場などからの汚水は、各家庭や工場に設けられた排水設備から汚水ますに流れ込み、

下水管を通って、終末処理場に流入し、きれいな水に処理されて、川や海に放流されます。
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■最初沈殿池
この池では、比較的沈殿しやすい
浮遊物を沈殿させます。

■除害施設
　法律で定められた水質の基準を超える下水を出す工
場や事業場は、基準に適合するように、有害物質を取
り除くための除害施設を設けなければなりません。

■反応タンク
ここでは、最初沈殿池で一次処理を終えた下水に、さらに
活性汚泥（微生物）をくわえ、空気を吹き込んで長期間か
きまわします。微生物が水の汚れを食べ、かたまりとなります。

■汚泥処理施設
池の底に沈んだ「ごみ」や「どろ」を底から吸い出して、
水分を減らしたり、焼いたりした後、埋め立てや資源とし
て再利用します。

■最終沈殿池
この池では、沈殿しやすいかたまりになった
活性汚泥（微生物）を沈め、水と分離させます。

■塩素混和池
うわずみ水は塩素消毒して放流します。

■沈砂池
下水のなかの大き
なゴミや砂を沈め
て取り除きます。

終　末
処理場
終　末
処理場

下水道のしくみとはたらき下水道のしくみとはたらき

■排水設備
　水洗便所、台所、風呂などから排出される家
庭汚水や宅地内の雨水を排除するために、個人
の宅地内に設置される「ます」、排水管などを排
水設備と呼びます。

■管渠
　汚水や雨水を集めて、すみやかに終末処理場や川へ
送る役割を果たしています。
　道路の下に網の目のように張りめぐらされています。

■江戸川第一終末処理場 ■手賀沼終末処理場

流域下水道計画図

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

■江戸川第二終末処理場

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

手　　賀　　沼
流域下水道事業

■花見川第二終末処理場 ■花見川終末処理場

1,406千人

 ※　217.6km

65.4万㎥／日平均

658千人

88.3km

26.3万㎥／日平均

1,421千人

※　115.5km

56.5万㎥／日平均

3,485千人

396.1km

148.2万㎥／日平均

印
旛
沼

手
賀
沼

江
戸
川
左
岸

全 体 計 画

※印旛沼・江戸川左岸連絡幹線25.3kmは重複している。
　（３流域合計には重複していない）

３
流
域
合
計

印　　旛　　沼
流域下水道事業

印　　旛　　沼
流域下水道事業

行 政 区 境 界
印旛沼流域下水道全体計画区域
手賀沼流域下水道全体計画区域
江戸川左岸流域下水道全体計画区域
中 継 ポ ン プ 場
終 末 処 理 場

〃　　　　〃　　　　整備中区間
〃　　　　〃　　　　未整備区間

凡　　　例
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計 画 処 理 人 口

管 渠 延 長

処 理 水 量

計 画 処 理 人 口

管 渠 延 長

処 理 水 量

計 画 処 理 人 口

管 渠 延 長

処 理 水 量

計 画 処 理 人 口

管 渠 延 長

処 理 水 量

令和５年３月末現在令和５年３月末現在

幹線管渠令和5年3月末整備完了区間

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

NO3
-

凝集剤併用型ステップ流入式多段硝化脱窒法

送風機

空空気気

第一無酸素槽
（撹拌）

第二無酸素槽
（撹拌）

第一好気槽
（曝気）

第二好気槽
（曝気）

最
初
初
沈
沈
殿
殿
池
池

NO3
-

NO3
-

有機
物

O2

NH4
+ NH4

+

O2

N2N2

NO3
-

凝集剤
（ポリ塩化アルミニウム）

硝化液硝化液

大気へ大気へ 硝化液へ 硝化液へ

PO4
3-

AlPO4

最
初
終
り
沈
殿
殿
電
池散散気気装装置置

空空気気
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散散気気装装置置

硝化菌

脱窒菌

反 応 槽

幕張テクノガーデン
オフィスビル

花見川第二終末処理場

花見川終末処理場

冷水

温水

DBHP ： 空気熱源ターボ
冷凍機（熱回収型）

RHP ： 下水処理水
熱源ヒートポンプ下水処理水

配管

クーリングタワークーリングタワークーリングタワー

下水処理水が持つ熱を活用して
一箇所で冷水・温水を製造

下水処理水が持つ熱を活用して
一箇所で冷水・温水を製造

７℃７℃７℃
14℃14℃14℃

47℃47℃47℃
40℃40℃40℃

熱供給センター

冷水槽

温水槽

冷温水槽

オートストレーナ

下水汚泥の利活用 

 
下水汚泥は資源であり、セメントや軽量骨材の副原料等として再資源化に努め

ています。更に、下水汚泥のエネルギー利用の観点から、汚泥から発生するガス

による発電（消化ガス発電）により電力を生み出し使用することで、温室効果ガ

ス削減の取組を進めます。 

 

地震対策の推進 

        
〈人孔（マンホール）の耐震補強〉 〈処理場施設の継手部の耐震化〉 

地震発生時において、管路施設では流下・揚水機能の確保および施設破損に伴う

二次被害（道路陥没等）の防止、処理場施設では揚水・沈殿機能が確保されるよ

う、各種施設に必要とされる地震対策を実施しています。 

 
長寿命化の推進 

     
〈老朽化が進む焼却炉〉           〈機器の更新〉 

処理場施設等の老朽化による機能停止を未然に防止するため、ストックマネジ

メント計画に基づき、改築・更新を実施しています。 

〈消化ガス発電のイメージ〉 

伸縮継手

汚泥かき寄機 受変電設備

　千葉県ではこれまで印旛沼・手賀沼・江戸川左岸３つの流域下水道で汚水のみを排水する分流式で整備を進め 
ています。また、東京湾における窒素、リンなどに起因した富栄養化による水質汚濁を防止するため、窒素、 
リンを効率的に除去する高度処理施設の整備を進めるとともに、処理水や汚泥等資源の利活用を図るほか、処理
場の上部空間利用等により付加価値を高め、下水道の多目的活用を図っています。

江戸川第二終末処理場
水処理施設の上部を利用して、
野球場、ゲートボール場、テニス
コート、公園を整備しています。

地震発生時において、管路施設では流下・揚水機能の確
保および施設破損に伴う二次被害（道路陥没等）の防止、
処理場施設では揚水・沈殿機能が確保されるよう、各種施
設に必要とされる地震対策を実施しています。

処理場施設等の老朽化による機能停止を未然に防止するた
め、ストックマネジメント計画に基づき、改築・更新を実施 
しています。

幕張新都心地区
下水処理水の熱エネルギーを有効利用し、
地域冷暖房事業を実施しています。

資料提供：
東京都市サービス㈱

メッセモール（幕張新都心）
花見川終末処理場で処理した下
水処理水をさらに高度処理した
再生水（中水）が利用されていま
す。建設大臣賞「甦る水100 選」
受賞（H12.9）

消化ガス発電のイメージ
下水汚泥は資源であり、セメントや軽量骨材
の副原料等として再資源化に努めています。
更に、下水汚泥のエネルギー利用の観点か
ら、汚泥から発生するガスによる発電（消化
ガス発電）により電力を生み出し使用するこ
とで、温室効果ガス削減の取組を進めます。

高度処理の推進

下水の熱利用

地震対策の推進 長寿命化の推進

下水汚泥の利活用

水処理施設の上部利用

下水処理水の再利用

東京湾や印旛沼・手賀沼等の富栄養化を防ぎ、
良好な水環境を創出するため、窒素やリン等を除
去対象とした高度処理を積極的に進めます。

人孔（マンホール）の耐震補強 処理場施設の継手部の耐震化 水処理設備の更新 機器の更新



千葉県の流域下水道

■江戸川第一終末処理場 ■手賀沼終末処理場

流域下水道計画図

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

■江戸川第二終末処理場

江 戸 川 左 岸
流域下水道事業

手　　賀　　沼
流域下水道事業

■花見川第二終末処理場 ■花見川終末処理場

1,406千人

 ※　217.6km

65.4万㎥／日平均

658千人

88.3km

26.3万㎥／日平均

1,421千人

※　115.5km

56.5万㎥／日平均

3,485千人

396.1km

148.2万㎥／日平均
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全 体 計 画

※印旛沼・江戸川左岸連絡幹線25.3kmは重複している。
　（３流域合計には重複していない）

３
流
域
合
計

印　　旛　　沼
流域下水道事業

印　　旛　　沼
流域下水道事業

行 政 区 境 界
印旛沼流域下水道全体計画区域
手賀沼流域下水道全体計画区域
江戸川左岸流域下水道全体計画区域
中 継 ポ ン プ 場
終 末 処 理 場

〃　　　　〃　　　　整備中区間
〃　　　　〃　　　　未整備区間

凡　　　例
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管 渠 延 長

処 理 水 量

計 画 処 理 人 口

管 渠 延 長

処 理 水 量

令和５年３月末現在令和５年３月末現在

幹線管渠令和5年3月末整備完了区間

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ



流域下水道の計画概要

公共下水道の計画概要

市　町　村 処　理　区 全　体　計　画
面積（ha） 人口（千人）

千 葉 市

中 央 1,665.0 125.6
南 部 6,705.4 410.2
印 旛 4,820.8 403.5

計 13,191.2 939.3
銚 子 市 芦 崎 1,602.0 44.7

市 川 市
江 戸 川 左 岸 5,077.0 454.4
西 浦 148.0 15.6

計 5,225.0 470.0

船 橋 市

西 浦 1,243.4 95.1
高 瀬 3,134.6 251.8
津 田 沼 382.0 38.2
印 旛 1,874.0 134.3
江 戸 川 左 岸 476.0 36.6

計 7,110.0 556.0
館 山 市 館 山 1,197.0 30.6

木 更 津 市
木 更 津 2,988.0 120.0
君 津 富 津 8.0 0.6

計 2,996.0 120.6

松 戸 市
江 戸 川 左 岸 5,301.0 436.0
手 賀 沼 419.0 41.0

計 5,720.0 477.0
野 田 市 江 戸 川 左 岸 4,184.3 132.1
茂 原 市 川 中 島 2,139.4 68.9
成 田 市 印 旛 2,740.0 95.4
佐 倉 市 印 旛 4,785.7 186.8
東 金 市 東 金 1,137.0 36.8
旭 市 旭 1,010.0 22.2

習 志 野 市

津 田 沼 1,261.2 96.1
高 瀬 88.3 11.7
印 旛 686.0 54.2

計 2,035.5 162.0

柏 市
手 賀 沼 7,045.3 372.7
江 戸 川 左 岸 314.7 21.7

計 7,360.0 394.4

市 原 市

松 ヶ 島 1,855.8 78.4
菊 間 1,598.3 88.7
南 総 165.7 6.0

計 3,619.8 173.1

流 山 市
江 戸 川 左 岸 2,872.2 144.5
手 賀 沼 472.8 21.5

計 3,345.0 166.0

市　町　村 処　理　区 全　体　計　画
面積（ha） 人口（千人）

八 千 代 市 印 旛 2,860.5 214.6
我 孫 子 市 手 賀 沼 2,334.0 133.7

鎌 ケ 谷 市

印 旛 228.0 22.3
手 賀 沼 1,009.0 56.9
江 戸 川 左 岸 495.0 26.8

計 1,732.0 106.0

君 津 市
君 津 富 津 2,557.0 59.4
木更津（かずさAP） 339.0 11.3

計 2,896.0 70.7
富 津 市 君 津 富 津 1,849.0 28.3
浦 安 市 江 戸 川 左 岸 1,697.0 169.0
四 街 道 市 印 旛 2,050.0 84.3
袖 ケ 浦 市 袖 ケ 浦 1,419.0 49.7
八 街 市 印 旛 1,030.0 35.3

印 西 市
印 旛 2,470.3 71.0
手 賀 沼 482.0 23.9

計 2,952.3 94.9

白 井 市
印 旛 1,451.0 49.7
手 賀 沼 340.0 8.0

計 1,791.0 57.7
富 里 市 印 旛 1,092.1 34.0

香 取 市
佐 原 1,117.0 20.7
小 見 川 845.0 15.4

計 1,962.0 36.1
大 網 白 里 市 大 網 白 里 744.4 33.5
酒 々 井 町 印 旛 1,303.0 20.8
栄 町 栄 町 737.0 24.5
芝 山 町 小 池 350.7 4.4
長 生 村 長 生 822.0 15.0

内 訳

印 旛 27,391.4 1,406.2
手 賀 沼 12,102.1 657.7
江 戸 川 左 岸 20,417.2 1,421.1
単 独 計 39,109.2 1,803.4
総 合 計 99,019.9 5,288.4

流域下水道名 印旛沼流域下水道 手賀沼流域下水道 江戸川左岸流域下水道

関 係 都 市 名

12市１町 ７市 ８市
千 葉 市・成 田 市・佐 倉 市 我 孫 子 市・柏 市・流 山 市 市 川 市・松 戸 市・流 山 市
船 橋 市・八 千 代 市・鎌 ケ 谷 市 松 戸 市・鎌 ケ 谷 市・印 西 市 野 田 市・柏 市・船 橋 市
習 志 野 市・四 街 道 市・八 街 市 白 井 市 浦 安 市・鎌 ケ 谷 市
印 西 市・白 井 市・富 里 市
酒 々 井 町

ポ ン プ 場 ※11ケ所 １ケ所 ※３ケ所

終 末 処 理 場
花見川終末処理場（千葉市）
花見川第二終末処理場（千葉市、習志野市）

手賀沼終末処理場
（我孫子市、印西市）

江戸川第一終末処理場（市川市）
江戸川第二終末処理場（市川市）

処 理 場 面 積 花見川（約21ha）、花見川第二（約24ha） 約40ha 江戸川第一（約30ha）、江戸川第二（約26ha）

着 手 年 度 昭和43年度 昭和46年度 昭和47年度

※印旛沼・江戸川左岸連絡幹線のポンプ場２ケ所は重複している。

令和５年３月末現在



流域下水道の計画概要

公共下水道の計画概要

県下全市町村の合計

普
及
率
都
市
名

（％）

都市別下水道処理人口普及率

公共下水道の建設財源

流域下水道の建設財源

流域下水道事業の投資額

下水道処理人口普及率推移表

公共下水道事業の投資額

千葉県 県土整備部 都市整備局 下水道課　TEL 043－223－3355・ 4339　FAX 043－224－5655  
千 葉 県 庁 ホ ー ム ペ ー ジ 　https://www.pref.chiba.lg.jp

単位：億円

令和５年３月末現在

※下水道処理人口普及率とは、当該市町村の総人口に対して下水道を利用できる人口の割合を
　示したものです。市町村の人口すべてが下水道処理の対象人口ではなく、他の汚水の処理方
　法としては、合併浄化槽、農業集落排水、コミュニティプラントによるものがあります。
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交付対象
管渠等

単独

国　費

起　債起　債

起債

（60％）

（40％）

都道府県50 都道府県50％
一般会計繰出金

5/10 9/10

1/10

3/10

2/10

交付対象
終末処理場

単独

国　費

起  債起  債

起債

起債

…関連市町村建設費負担額

一般会計繰出金

10/15
9/10

1/10

3/15

2/15

3/10

2/10
（60％）

（40％）

（60％）

（40％）

交付対象

国　　費50％

50％充当率 下水道事業債

受益者負担金（控除財源）

※　斜線部分は、下水道事業債の元利償還金を事業費補正により基準財政需要額に算入

管渠等

充当率

単独 交付対象

国　　費
50％
or

55％

50％
or

45％
充当率

（5％）（5％）

下水道事業債

受益者負担金（控除財源）

終末処理場

充当率

単独

（5％） （5％） （5％）

普及
率
年度
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※東日本大震災の影響により調査不能な市町村があるため、
　平成22年度末は岩手県、宮城県、福島県、
　平成23年度末は岩手県、福島県、
　平成24年度末から平成26年度末は福島県を除いた参考値としている。
　平成27年度末から令和4年度末は福島県において、
　調査不能な市町村を除いた参考値としている。

全　国
千葉県

事業
費
年度

（億円）（億円）
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5555

56.556.5
58.058.0
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3737
4040 4141
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4444 4545
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65.265.2

32R元30292827262524232221201918171615141312111098765432H元 4

32R元302928272625242322212019181716151413121110987H6 4S46

1,0481,048

1,1661,166

1,0911,091
1,0471,047

1,1431,143

923923

860860

763763

695695

620620

519519

441441
416416

459459 457457
418418

335335
377377

442442

387387
427427 410410 395395 377377

352352
382382

412412
440440

371371

7676

年度
流域名 S43～H5 H6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4

印 旛 沼 1,994.3

1,071.8

1,703.0

135.1

64.1

94.2

110.7

97.0

108.6

115.3

71.3
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26.8
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65.6

13.8
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6.2

13.4

50.1
手 賀 沼
江戸川左岸

8.1

14.9

27.3




